
「解答例」・「出題の意図」 

選抜区分 ２０２２年度 （選抜区分：学校推薦型選抜） 

経済学部 （科目名：小論文） 

推薦入試小論文では、宇田川元一著『他者と働く―「わかりあえなさ」から始める組織論』から一部

を抜粋して課題文としました。この課題文は、社会が抱える解決が困難な問題の多くは、人と人、組織

と組織の関係性の中で生じる問題である「適応課題」であり、その解決の糸口は「対話」にあると説い

ている箇所です。平易な文章で書かれていますが、読解するためには、文章中の語句の意味を論理的に

解釈する必要があります。 

設問 1 および設問 2 は、課題文の内容を十分に理解した上で、制限された字数内で簡潔に要約する力

を試す設問です。課題文の中で展開されている論理を理解することが求められます。設問 3 は、課題文

の内容を踏まえたうえで、自身の考えを文章で論理的に表現する力を試す設問です。 

 

 

設問 1の解答例 

 

 

この設問に対して適切に解答するためには、本文中で説明される「私とそれ」の関係性と「私とあな

た」の関係性を説明した上で、「対話」とは「私とあなた」という関係を構築することであることをおさ

えなければなりません。 

 

 

 



 

 

 

設問 2の解答例 

 

 

この設問に対して適切に解答するためには、4つの適応課題の 2つの共通点に言及した上で、それらの

共通点に対応した適応課題が生じる理由をおさえなければなりません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

設問 3の解答例 

 

「ギャップ型」の適応課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

「対立型」の適応課題 

 

 

この設問に適切に解答するためには、まず「ギャップ型」と「対立型」の適応課題がどのようなケー

スかをそれぞれ説明しなければなりません。その上で、設問にある頭髪や服装のあり方についての規定

の見直しが進まない背景を、独自に検討して、説明しなければなりません。「ギャップ型」の解答例では、

背景として、学校教員が生徒の自主性や多様性を尊重する「価値観」を持っているが、規定が短期的に

は機能しているために「価値観」と「行動」にギャップが生じるということを説明しています。「対立型」

の解答例では、背景として、自主性や多様性の尊重を求める生徒の代表である生徒会の「役割」と、生

徒のために教育環境を整えるという教員の「役割」に対立が生じ、それぞれの「合理性の根拠」が異な

っているということを説明しています。 

唯一の解答はなく、課題文と整合的な範囲で多様な解答が許容されます。設問に対して適切に論じて

いること、自身の考え方を適切に表現していることが大事です。 

 

 

 

 

 


